
は

じ

め

に

永

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の

独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
交
際
禁
止
命
令
を
素
材
に

-
．
は
じ
め
に

二
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
交
際
禁
止
命
令

三

．

検

討

四
．
お
わ
り
に

(2
)
 

更
生
保
護
法
（
平
成

一
九
年
法
律
第
八
八
号
）
は
、
更
生
保
護
の
機
能
を
充
実
及
び
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
保
護
観
察
の

一

(3
)
 

般
遵
守
事
項
と
特
別
遵
守
事
項
を
整
理
し
、
そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
る
（
同
法
五

0
条
、
五
一
条
二
項
）
。

犯
罪
者
予
防
更
生
法
（
昭
和
二
四
年
法
律
第
一
四
二
号
）
及
び
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
（
昭
和
二
九
年
法
律
第
五
八
号
）
に
お
い
て
、

特
別
遵
守
事
項
は
、
そ
の
違
反
が
不
良
措
置
を
執
る
理
由
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
監
督
の
枠
組
を
画
す
る
機
能
も
有
し
て
い
た
こ

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

田

（
五
三
六
）

憲

史



事
項
に
つ
い
て
、

か
か
る
提
言
を
受
け
て
、
更
生
保
護
法
は
、

（
い
わ
ゆ
る
不
良
措
置
）

一
方
、
特
別
遵
守
事
項
は
、

（
五
三
五
）

と
か
ら
（
犯
罪
者
予
防
更
生
法
三
四
条
一
項
、
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
七
条
）
、
生
活
指
針
や
努
力
目
標
が
特
別
遵
守
事
項
に
含
ま
れ

て
き
た
。
こ
う
し
た
生
活
指
針
や
努
力
目
標
と
し
て
の
特
別
遵
守
事
項
の
例
と
し
て
、
「
あ
と
さ
き
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
」
、

「
意
思
を
強
く
持
ち
、
悪
い
誘
い
に
乗
ら
な
い
こ
と
」
、
「
見
栄
を
張
ら
ず
、
地
道
で
堅
実
な
生
活
に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
生
活
指
針
や
努
力
目
標
と
し
て
の
特
別
遵
守
事
項
は
、
保
護
観
察
対
象
者
（
以
下
、
「
対
象
者
」
と
す
る
）
が
い
か
な
る
行
為

を
す
れ
ば
遵
守
事
項
違
反
と
し
て
不
良
措
置
を
執
ら
れ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
ば
か
り
か
、
不
良
措
置
を
執
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
想

こ
れ
に
対
し
、
平
成
一
七
年
（
二

0
0
五
年
）
七
月
に
法
務
大
臣
の
下
に
設
け
ら
れ
た
、
「
更
生
保
護
の
あ
り
方
を
考
え
る
有
識
者
会

議
」
は
、
平
成

一
八
年
（
二

0
0
六
年
）
六
月
、
そ
の
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
当
面
の
課
題
と
し
て
、
「
仮
釈
放
の
取
消
し
等
の
措
置

(
6
)
 

の
適
切
な
実
施
」
を
求
め
た
。
具
体
的
に
は
、
「
特
別
遵
守
事
項
は
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
仮
釈
放
の
取

消
し
等
の
措
置
に
結
び
付
く
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
務
上
は
、
遵
守
事
項
に
生
活
指
針
、
努
力
目
標
的
な
も
の
で
違
反

に
対
す
る
問
責
が
困
難
な
事
項
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
性
格
が
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
り
、
遵
守
事
項
違
反
に
基
づ
く
措
置
が
消
極
に

流
れ
る

―
つ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
刑
事
処
分
及
び
保
護
処
分
の
趣
旨
の
相
違
に
留
意
し
つ
つ
、
特
別

遵
守
事
項
を
、
具
体
的
で
、
違
反
の
有
無
が
客
観
的
に
判
断
し
得
る
も
の
に
整
理
す
る
な
ど
、
特
別
遵
守
事
項
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き

で
あ
る
」
と
提
言
し
た
。

設
し
、
生
活
指
針
若
し
く
は
努
力
目
標
又
は
具
体
的
な
行
為
規
範
で
あ
っ
て
も
不
良
措
置
で
担
保
す
る
ほ
ど
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い

一
般
遵
守
事
項
及
び
特
別
遵
守
事
項
か
ら
切
り
離
し
た
こ
と
を
大
き
な
特
徴
と
し
て
い
る
。

定
さ
れ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
た
。

関

法

第

六

0
巻

二

号

一
般
遵
守
事
項
及
び
特
別
遵
守
事
項
と
は
別
に
、
生
活
行
動
指
針
（
同
法
五
六
条
）
を
創



意
見
を
聴
く
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の

障
が
看
過
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
号
観
察
及
ぴ
四
号
観
察
に

遵
守
を
義
務
付
け
ら
れ
る
べ
き
実
質
の
あ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
い
か
な
る
行
為
を
す
れ

ば
遵
守
事
項
違
反
と
し
て
不
良
措
置
が
執
ら
れ
う
る
か
が
対
象
者
に
と
っ
て
明
確
な
も
の
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
保
護
観
察
所
長
に
と
っ

て
も
、
遵
守
事
項
違
反
の
判
断
が
容
易
に
な
り
、
不
良
措
置
を
執
る
べ
き
場
合
に
的
確
に
不
良
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
対
象
者
に
お
い
て
、
特
別
遵
守
事
項
の
重
み
が
増
し
、
指
導
監
督
の
実
効
性
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
特
別
遵
守
事
項
を
中
心
に
、
保
護
観
察
を
充
実
及
び
強
化
す
る
こ
と
で
、
保
護
観
察
の
適
用
領

域
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
に
対
し
、
社
会
内
に
お
い
て
適
切
な
処
遇
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

再
び
犯
罪
を
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
又
は
そ
の
非
行
を
な
く
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改
善
更
生
す
る
こ

と
を
助
け
…
…
、
も
っ
て
、
社
会
を
保
護
し
、
個
人
及
び
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
」
（
同
法
一
条
）
が
可
能
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
更
生
保
護
法
は
、
保
護
観
察
の
権
力
的
側
面
を
充
実
し
、
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
ね
て
か
ら
、
保
護
観
察
に
お
け

(11
)
 

る
指
導
監
督
と
補
導
援
護
の
二
律
背
反
性
が
「
監
視
と
援
助
の
二
重
性
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
更
生
保
護
法
に
お
い
て
指

導
監
督
や
監
視
の
側
面
が
強
ま
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
指
導
監
督
と
補
導
援
護
の
相
克
が
際
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
と
分
析
で
き
る
。

し
か
も
、
問
題
は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
更
生
保
護
法
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
権
力
的
側
面
の
強
化
の
一
方
で
、
適
正
手
続
の
保

我
が
国
の
場
合
、
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
を
行
な
う
の
は
裁
判
所
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

(12
)
 

つ
い
て
は
保
護
観
察
所
長
に
よ
る
と
さ
れ
（
同
法
五
二
条
一
項
、
四
項
、
五
項
）
、
二
号
観
察
及
び
三
号
観
察
に
つ
い
て
は
地
方
更
生
保

(13
)
 

護
委
員
会
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
五
二
条
二
項
、

三
項）。

一
号
観
察
及
び
四
号
観
察
に
つ
い
て
は
保
護
観
察
所
長
が
裁
判
所
の

(14
)
 

（
同
法
五
二
条
一
項
、
四
項
、
五
項
）
、
「
そ
の
他
指
導
監
督
を
行
う
た
め
特
に
必
要
な
事

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

（五
三
四
）



項
」
（
同
法
五
一
条
二
項
六
号
）
と
い
う
包
括
的
な
規
定
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
保
護
観
察
所
長
と
地
方
更
生
保
護
委
員
会
は
、
広
範
な

裁
量
を
有
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
確
か
に
、
対
象
者
に
は
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
に
関
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
り
審
査
請

(15
)
 

求
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法
九
二
条
、
行
政
不
服
審
査
法
五
条

一
項
二
号
、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
四
九
条
参
照
）
。
し
か

し
、
そ
の
手
続
に
お
い
て
国
選
の
代
理
人
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ど
、
刑
事
手
続
に
比
べ
て
手
続
保
障
が
劣
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
も
っ
と
も
、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
又
は
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

項
の
役
割
分
担
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
別
遵
守
事
項
違
反
と
し
て
不
良
措
置
が
執
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
の
適
否
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（五
三
三）

し
か
し
、
更
生
保
護
法
の
下
で
は
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
が
「
保
護
観
察
対
象
者
の
改
善
更
生
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

（
五
一
条
二
項
柱
書
。
必
要
性
の
要
件
）
、
特
別
遵
守
事
項
違
反
と
し
て
不
良
措
置
を

執
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
な
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
の
適
否
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が

増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
懸
念
は
、
参
議
院
法
務
委
員
会
に
お
け
る
更
生
保
護
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
か
ら
も

(16
)
 

伺
え
る
。

（
刑
法
二
五
条
の

二
以
下
参
照
）
、
刑
罰
同
様
、
適
正
手
続
の
保
障
（
憲
法
三

一
条
）
が
及
ぶ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
保
護
観
察
に
お
い
て
、

特
別
遵
守
事
項
は
そ
の
制
裁
内
容
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
不
良
措
置
を
背
景
と
し
て
特
別
遵
守
事
項
を

活
用
し
よ
う
と
す
る
更
生
保
護
法
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
や
内
容
は
司
法
審
査
に

(17
)
 

服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
犯
罪
性
の
あ
る
者
と
の
交
際
」
（
更
生
保
護
法
五
一
条
二
項
一
号
）
と
い
う
事
項
に

我
が
国
に
お
い
て
、
保
護
観
察
は
、
刑
罰
と
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
（
刑
法
九
条
参
照
）
、
刑
事
制
裁
で
あ
っ
て

範
囲
内
に
お
い
て
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の

関

法

第

六

0
巻
―

一号

一
般
遵
守
事
項
と
特
別
遵
守
事

四



五

つ
い
て
の
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
、
暴
力
団
と
関
係
の
あ
る
仮
釈
放
者
に
対
す
る
、
「
暴
力
団
の
構
成
員
及
び
準
構
成
員
と
付
き
合
わ
な

い
こ
と
」
や
、
受
刑
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
が
共
犯
者
に
よ
る
常
習
的
な
犯
罪
で
あ
る
仮
釈
放
者
に
対
す
る
、
「
今
回
有
罪
の
裁
判
を
受

(18) 

け
た
事
件
の
共
犯
者
と
交
際
し
た
り
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
し
な
い
こ
と
」
と
い
っ
た
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
内
容
の
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
が
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
司
法
審
査
の
機
会
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
ど
の
よ
う
な
形
で
司
法
審
査
に
服
せ
し
め
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
選
択
肢
が
あ
り
う
る
。
第

一
に
、
従
来
通
り
、

保
護
観
察
所
長
又
は
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
よ
る
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
を
認
め
つ
つ
、
対
象
者
に
よ
る
裁
判
所
に
対
す
る
異
議
申
立

て
を
新
設
す
る
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
裁
判
所
が
保
護
観
察
を
賦
科
す
る
際
に
特
別
遵
守
事
項
を
合
わ
せ
て
設
定
す
る
方
式
が

考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
特
別
遵
守
事
項
を
保
護
観
察
と
は
別
の
独
立
の
刑
事
制
裁
と
し
、
裁
判
所
が
賦
科
す
る
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。

に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
保
護
観
察
に
類
似
し
た
監
督

(s
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n)

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
制
度
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

(19) 

と
集
中
監
督

(i
n
t
e
n
s
i
v
e
s
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n
)

が
存
在
し
、
我
が

国
の

一
般
遵
守
事
項
に
類
似
し
た

一
般
条
件

(s
t
a
n
d
a
r
d
c
o
n
d
i
t
i
o
n
)
 と
し
て
、
対
象
者
が
交
際
禁
止
命
令
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
者

又
は
属
性
を
有
す
る
集
団
の
構
成
員
と
交
際
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
交
際
禁
止
命
令

(n
o
n
,
 
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 o
r
d
e
r
)

と
し
て
裁
判
所
が
賦
科
す
る
こ
と

(20) 

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
交
際
禁
止
は
、
監
督
の

一
般
条
件
と
し
て
も
、
交
際
禁
止
命
令
と
し
て
も
求
め
ら
れ
う
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
特
別
遵
守
事
項
に
類
似
し
た
特
別
条
件

(special
c
o
n
d
i
t
i
o
n
)
 

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

で
は
な
く
、

一
方
で
、
ニ
ュ
ー

一
般
条
件
と
し
て
賦
科
で
き

る
点
で
我
が
国
の
制
度
と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
我
が
国
の
特
別
遵
守
事
項
に
類
似
し
た
内
容
を
有
す
る
刑
事
制
裁
が
存
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
を
司
法
審
査
に
ど
の
よ
う
に
服
せ
し
め
る
の
か
を
考
え
る
際
の
格
好
の
素
材
と
言
え
よ

（
五
三
二
）



(
l
)

更
生
保
護
法
成
立
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
吉
田
雅
之
「
更
生
保
護
法
成
立
の
経
過
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
0
巻
八
号
（
二

0
0
七）

以
下
。

(
2
)

鎌
田
隆
志
「
更
生
保
護
法
の
解
説
ー

|
小
ノ
年
事
件
に
関
連
す
る
規
定
を
中
心
と
し
て
」
家
庭
裁
判
月
報
五
九
巻

―
二
号
（
二

0
0
七
）
四

五
頁
以
下
、
四
六
頁
、
同
「
更
生
保
護
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
三
四
0
号
（
二

0
0
七
）
六
六
頁
以
下
、
六
六
頁
、
同
「
更
生
保
護
法
の
施
行
に
つ

い
て
」
罪
と
罰
四
五
巻
三
号
（
二

0
0
八
）
ニ
ニ
頁
以
下
、
ニ
ニ
頁
、
川
淵
健
司
「
少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
更
生
保
護
法
の
概

要
」
ケ
ー
ス
研
究
二
九
五
号
（
二

0
0
八
）
五
頁
以
下
、

一
九
頁
、
小
林
英
樹
「
更
生
保
護
法
（
平
成

一
九
年
法
律
第
八
八
号
）
」
自
由
と
正
義

五
九
巻
七
号
（
二

0
0
八）

―
-
九
頁
以
下
、

一
―
九
頁
、
吉
田
雅
之
「
更
生
保
護
法
の
概
要
」
法
曹
時
報
六
0
巻
二
号
（
二

0
0
八）

一
頁
以

下、

一
ー
ニ
頁
、
同
「
更
生
保
護
の
機
能
を
充
実
強
化
す
る
更
生
保
護
法
目
的
の
明
確
化
、
遵
守
事
項
の
整
理
・
充
実
、
被
害
者
等
が
関
与

す
る
制
度
の
導
入
等
」
時
の
法
令

一
八
0
四
号
（
二

0
0
八）

一
九
頁
以
下
、

一
九
頁
。

(
3
)
鎌
田
・
前
掲
注

(
2
)家
庭
裁
判
月
報
六
0
ー
六
一
頁
、
同
•
前
掲
注

(
2
)ジ
ュ
リ
ス
ト
六
八
頁
、
同
•
前
掲
注

(
2
)罪
と
罰
―

――
―
―
ー
ニ
四
頁
、

同
「
更
生
保
護
法
の
概
要
に
つ
い
て
」
刑
政

―
一
九
巻
二
号
（
二

0
0
八
）
三
八
頁
以
下
、
四
三
ー
四
四
頁
、
同
「
更
生
保
護
法
の
成
立
に
つ
い

て
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
0
号
（
二

0
0
八
）
三
二
頁
以
下
、
三
四
頁
、
川
淵
・
前
掲
注
(
2
）ニ

―
頁
、
小
林
・
前
掲
注
(
2
)
ニ

ニ

頁
、
吉

田
・
前
掲
注
(
2
)
法
曹
時
報
五
頁
、
同
・
前
掲
注
(
2
)
時
の
法
令
二
三
頁
、
同
「
更
生
保
護
法
の
概
要
に
つ
い
て
」
犯
罪
と
非
行

一
五
四
号
（
ニ

0
0
七
）
四
0
頁
以
下
、
四
四
頁
、
小
新
井
友
厚
「
更
生
保
護
法
の
概
要
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
0
巻
八
号
（
二

0
0
七
）
二

0
頁
以
下
、
ニ
―
一
頁
、

藤
乗

一
道
「
更
生
保
護
機
能
の
充
実
強
化
し
更
生
保
護
法
案
ー
」
立
法
と
調
壺
二
六
六
号
（
二

0
0
七
）
九
頁
以
下
、
九
頁
。

(
4
)

執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
の
下
で
は
、
長
年
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成

一
八
年
法
律
第

一
五
号
）
に
よ
り
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
が
可
能
と
な
っ
た
。
牛
山
敦
「
執
行
猶
予
者
に
対
す
る
保
護
観
察
制
度

の
相
克
を
緩
和
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

で
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
を
ど
の
よ
う
に
司
法
審
壺
に
服
せ
し
め
る
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
、
保
護
観
察
に
お
け
る
監
督
と
援
助

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、

。
ニつ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
交
際
禁
止
命
令
と
監
督
に
お
け
る
一
般
条
件
と
の
異
同
及
び
適
用
状
況
を
紹
介
し
た
上

関

法

第

六

0
巻
二
号

六

（
五
三

一
）

―
二
頁



更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

七

の
充
実
再
犯
防
止
の
た
め
の
き
め
細
か
い
対
応
を
規
定
」
時
の
法
令

一
七
六
五
号
（
二

0
0
六
）
六
頁
以
下

‘
-
O
I
―
二
頁
、
同

「
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
|
|
_
執
行
猶
予
者
に
対
す
る
保
護
観
察
制
度
の
充
実
」
自
由
と
正
義
五
七
巻
七
号

（二

0
0
六）

一―

一
頁
以
下
、

一
―
――
-|

-―

四
頁
。

(
5
)

鎌
田
・
前
掲
注

(
2
)
家
庭
裁
判
月
報
六
九
ー
七

0
頁
、
同
・
前
掲
注

(
2
)
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
八
ー
六
九
頁
、
同
・
前
掲
注

(
2
)
罪
と
罰
二
四
頁
、

同
•
前
掲
注

(
3
)刑
政
四
四
頁
、
同
•
前
掲
注

(
3
)刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
＿
―-四
頁
、
川
淵
・
前
掲
注

(
2
)ニ
ニ
ー
ニ
＿
―-頁
、
小
林
・
前
掲
注
(
2
)

―
ニ
ニ
頁
、
吉
田
・
前
掲
注

(
2
)法
曹
時
報
六
ー
七
頁
、
同

•
前
掲
注
(
2
)時
の
法
令
二
三
ー
ニ
四
頁
、
同
・
前
掲
注

(
3
)犯
罪
と
非
行
四
五
頁
、

小
新
井
・
前
掲
注

(
3
)
二
三
頁
、
藤
乗
・
前
掲
注

(
3
)
1
0
頁
、
岡
田
和
也
「
保
護
観
察
の
充
実
強
化
保
護
観
察
対
象
者
の
改
善
更
生
と
再

犯
防
止
の
実
現
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六

0
巻
八
号
（
二

0
0
七
）
二
八
頁
以
下
、
三

一
ー
三
二
頁
。

(
6
)
更
生
保
護
の
あ
り
方
を
考
え
る
有
識
者
会
議
「
更
生
保
護
制
度
改
革
の
提
言
|
|
_
安
全
•
安
心
の
国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

」
（
二

0
0
六）

一
六
頁
。

(
7
)
鎌
田
・
前
掲
注

(
2
)家
庭
裁
判
月
報
八
一
二
頁
、
同
•
前
掲
注

(
3
)刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
二
五
頁
、
川
淵
・
前
掲
注
(
2
)二
五
頁
、
小
林

・
前
掲

注

(
2
)
―
ニ

一
頁
、
吉
田
・
前
掲
注

(
2
)
法
曹
時
報
七
ー
九
頁
、
同
・
前
掲
注

(
2
)
時
の
法
令
二
四
ー
ニ
六
頁
、
同
・
前
掲
注

(
3
)
犯
罪
と
非
行

四
五
、
四
七
ー
四
八
頁
、
小
新
井
・
前
掲
注

(
3
)
二
三
ー
ニ
四
頁
。

(
8
)

藤
本
哲
也
「
更
生
保
護
法
成
立
の
意
義
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六

0
巻
八
号
（
二

0
0
七
）
四
頁
以
下
、
七
頁
、
同
「
更
生
保
護
法
成
立
の
意
義
と

課
題
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
0
号
（
二

0
0
八
）
二
五
頁
以
下
、
二
八
頁
。

(
9
)

鎌
出
・
前
掲
注

(
2
)
家
庭
裁
判
月
報
七

0
頁。

(10)

藤
本
・
前
掲
注

(
8
)
法
律
の
ひ
ろ
ば
七
頁
、
同

・
前
掲
注

(
8
)
刑
事
法
ジ
ャ

ー
ナ
ル

ニ
八
頁
。

(11)

吉
岡

一
男
「
更
生
保
護
の
理
想
と
保
護
観
察
」
佛
教
福
祉

一
六

号

(
-
九
九

0
）

一―

-
―
-
頁
以
下
、

一
―
七
I

―
一
九
頁
[
『
刑
事
制
度
論
の

展
開
l

（
成
文
堂
、

一
九
九
七
）
二
五

一
頁
以
下
、
二
五
六
ー
ニ
五
七
頁
所
収
]
°
援
助
の
充
実
を
目
指
す
べ
き
と
す
る
も
の
と
し
て
、
津
田
博
之

「
更
生
保
護
に
お
け
る
社
会
的
援
助
三
号
観
察
を
中
心
に
」
刑
事
立
法
研
究
会
編
『
更
生
保
護
制
度
改
革
の
ゆ
く
え
犯
罪
を
し
た

人
の
社
会
復
帰
の
た
め
に

』

（
現
代
人
文
社
、
二

0
0
七
）
四
二
頁
以
下
。

(12)

犯
罪
者
予
防
更
生
法
三
八
条

一
項
、
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
五
条
二
項
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

(13)

犯
罪
者
予
防
更
生
法
三

一
条
三
項
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

（
五
三

0
)



(14)

犯
罪
者
予
防
更
生
法
三
八
条

一
項
、
執
行
猶
予
者
保
護
観
察
法
五
条
二
項
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

(15)

熊
坂
俊
二
「
最
近
の
更
生
保
護
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
矯
正
講
座
二
四
号
（
二

0
0
三
）
七
一
頁
以
下
、
七
三
頁
、
松
本
勝
編
著
『
更
生
保
護
入

門
』
（
成
文
堂
、
二

0
0
九
）
四
七
頁
[
御
厨
勝
則

r
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
に
対
す
る
審
査
請
求
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
す
る
o

な
お
‘
第
ニ
ハ

六
回
国
会
参
議
院
法
務
委
員
会
会
議
録

一
七
号
[
土
井
政
和
（
参
考
人
）
発
言
]
は
、
「
法
案
九
二
条
は
、
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も
つ
て
し
た

処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
彦
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
規
定
に
よ
る
と
、
審
査
請
求
の
対
象
と
な
る

範
囲
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
同
時
に
狭
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
法
案
に
お
い
て
決
定
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
処
分
は
非
常
に
少
な
く
、
し
か

も
対
象
者
に
と
っ
て
、
仮
釈
放
の
不
許
可
決
定
の
よ
う
に
非
常
に
重
大
な
処
分
が
審
壺
対
象
で
あ
る
地
方
委
員
会
の
決
定
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
審
査
請
求
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

(16)

「
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
六
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
に
当

た
っ
て
は
、
当
該
対
象
者
の
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
た
現
実
に
達
成
可
能
な
も
の
と
す
る
よ
う
配
意
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
違
反
を
機
械
的
に
不

良
措
置
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
切
に
運
用
す
る
こ
と
。
…
…
」
と
し
て
い
た
。
第

一
六
六
回
国
会
参
議
院
法
務
委
員
会
会
議
録

一

八
号
。

(17)

第
一
六
六
回
国
会
参
議
院
法
務
委
員
会
会
議
録

一
七
号
[
土
井
政
和
（
参
考
人
）
発
言
]
も
ヽ
云
翌
広
第
三
；
宋
の
保
障
す
る
適
正
手
続
の
保

障
は
、
刑
事
司
法
手
続
の
す
べ
て
の
段
階
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
、
更
生
保
護
に
も
当
然
妥
当
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
保
護
観
察
に
よ
っ
て
課

せ
ら
れ
る
制
限
や
条
件
が
、
遵
守
事
項
と
い
う
形
で
多
か
れ
少
な
か
れ
人
権
制
約
的
な
性
格
を
持
ち
得
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
以
上
、
対
象
者

の
人
権
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
課
せ
ら
れ
る
制
限
及
び
条
件
は
適
法
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
制
限
に

つ
い
て
、
適
切
な
情
報
が
提
供
さ
れ
異
議
を
申
し
立
て
る
機
会
等
の
手
続
保
障
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
不
服
申
立
て
権
が
保
障

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
す
る
。
ま
た
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
、
保
護
観
察
に
お
け
る
適
正
手
続
の
保
障
を
求
め
る
も
の

と
し
て
、
本
庄
武
ほ
か
「
更
生
保
護
に
お
け
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
刑
事
立
法
研
究
会
絹
・
前
掲
注

(
1
1
)
六
九
頁
以
下
、
七
二
—
七
三
頁
。

対
象
者
の
主
体
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
遵
守
事
項
の
設
定
等
に
お
け
る
適
正
手
続
の
保
障
を
求
め
る
も
の
と
し
て
、
加
藤
暢
夫
「
未
来
の
更
生
保

護
犯
罪
・
非
行
を
し
た
人
々
の
社
会
内
処
遇
基
本
法
『
更
生
保
護
法
』
を
め
ぐ
っ
て
」
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
二
九
巻
（
二

0
0

八）

一
0
三
頁
以
下
、

一―

二
頁
。

(18)

鎌
田
・
前
掲
注

(
2
)
家
庭
裁
判
月
報
七

一
頁
。
他
の
各
号
の
例
と
し
て
、
松
本
編
著
・
前
掲
注

(15)
六
四
頁
[
高
木
俊
彦

F

関

法

第

六

0
巻

二

号

八

（
五
二
九
）



犯
罪
者
が
拘
禁
刑
に
処
さ
れ
う
る
犯
罪
に
よ
り
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
、
交
際
禁
止
命
令
を
賦
科
す
る
こ

(21
)
 

と
が
で
き
る
。
但
し
、
犯
罪
者
が
そ
れ
以
前
に
既
に
二
四
月
を
超
え
て
拘
禁
刑
に
服
し
て
い
る
と
き
に
は
、
交
際
禁
止
命
令
を
賦
科
す
る

(22
)
 

こ
と
が
で
き
な
い
。

交
際
禁
止
命
令
が
科
さ
れ
る
場
合
、
交
際
禁
止
命
令
が
賦
科
さ
れ
た
犯
罪
行
為
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
他
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
も
、

(23
)
 

当
該
犯
罪
者
に
同
時
に
拘
禁
刑
そ
の
他
の
刑
事
制
裁
を
賦
科
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
例
外
的
に
、
既
に
二
四
月
以
下
の
拘

(24
)
 

禁
刑
に
服
し
て
い
る
犯
罪
者
に
交
際
禁
止
命
令
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
、
拘
禁
刑
以
外
の
刑
事
制
裁
を
併
科
し
う
る
。
従
っ

て
、
交
際
禁
止
命
令
は
、
原
則
と
し
て
他
の
刑
事
制
裁
に
代
え
て
賦
科
さ
れ
、
例
外
的
に
拘
禁
刑
以
外
の
刑
事
制
裁
に
加
え
て
賦
科
す
る

(25
)
 

こ
と
が
で
き
る
。

d
e
t
e
n
t
i
o
n
)
 

一
方
、
監
督
の
場
合
、
犯
罪
者
が
拘
禁
刑
に
処
さ
れ
う
る
犯
罪
に
よ
り
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
在
宅
拘
禁

(
h
o
m
e

(26
)
 

や
社
会
内
量
刑

(
c
o
m
m
u
n
i
t
y
'
b
a
s
e
d
s
e
n
t
e
n
c
e
)

が
必
要
的
に
科
さ
れ
る
場
合
も
対
象
と
な
る
。

ー

．

賦

科

(19
)
 

(20
)
 更

生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
交
際
禁
止
命
令

ss
.
 
4
5
-
5
4
L
 S
e
n
t
e
n
c
i
n
g
 A
c
t
 2
0
0
2
 (
2
0
0
2
 
N
 
0
 9
)
.
 

ss
.
 
1
1
2
-
1
2
3
 S
e
n
t
e
n
c
i
n
g
 A
c
t
 2
0
0
2
.
 

九

（五
二
八
）



交
際
禁
止
命
令
の
執
行
を
担
う
の
は
、
対
象
者
が
居
住
す
る
地
域
を
担
当
す
る
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

(27
)
 

officer)

又
は
矯
正
局
長
官
が
指
不
す
る
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
で
あ
る
。

(28
)
 

監
督
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
交
際
禁
止
命
令
を
賦
科
す
る
際
に
、
犯
罪
者
が
拘
禁
刑
に
処
さ
れ
う
る
犯
罪
を
今
後
犯
さ
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
交
際
禁

(29
)
 

止
命
令
が
合
理
的
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
裁
判
所
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

(30
)
 

に
判
決
前
調
査
報
告
害

(
p
r
e
'
s
e
n
t
e
n
c
e
r
e
p
o
r
t
)

を
作
成
し
て
提
出
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
犯
罪
者
が
犯
罪
者
の

求
め
る
者
の
聴
聞
を
行
な
う
よ
う
裁
判
所
に
要
求
し
た
場
合
、
不
必
要
又
は
不
適
切
と
す
る
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
確
信
す
る
と
き
を
除

(31
)
 

い
て
、
聴
聞
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
聴
聞
は
、
い
犯
罪
者
個
人
、
そ
の
家
族
、

(
w
h
a
n
a
u
)
、
地
域
社
会
及
び
文
化
的
背
景
、
固
犯
罪
者
の
背
景
事
情
が
犯
罪
実
行
に
関
連
し
た
際
の
あ
り
よ
う
、
い
犯
罪
者
、
そ

の
家
族
、

印
再
犯
を
予
防
す
る
た
め
に
、
犯
罪
者
の
家
族
、

さ
れ
た
際
に
、
犯
罪
者
の
背
景
事
情
、
そ
の
家
族
、

そ
の
上
で
、
交
際
禁
止
命
令
の
賦
科
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
交
際
禁
止
命
令
の
内
容
に
つ
い
て
、
所
定
の
書

(32) 

式
に
則
っ
て
作
成
し
、
原
則
と
し
て
直
ち
に
対
象
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
書
面
を
作
成
し
、
対
象
者
に
謄
本
を
交

ウ

フ
ァ
ナ
ウ
、
地
域
社
会
及
び
被
害
者
を
含
む
、
犯
罪
に
関
連
す
る
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
又
は
解
決
可
能
で
あ
る
過
程
、

3
．

賦

科

手

続

2
．
運
営
主
体

関

法

第

六

0
巻

二

号

フ
ァ
ナ
ウ
又
は
地
域
社
会
か
ら
得
ら
れ
る
支
援
の
内
容
、
い
想
定
さ
れ
る
量
刑
が
な

フ
ァ
ナ
ウ
又
は
地
域
社
会
か
ら
受
け
う
る
援
助
の
内
容
を
対
象
と
す
る
。

マ
オ
リ
の
拡
大
家
族
で
あ
る
フ
ァ
ナ

1
0
 
（五
二
七
）

(
p
r
o
b
a
t
i
o
n
 



（
五
二
六
）

(33
)
 

付
す
る
た
め
に
、
二
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
対
象
者
を
裁
判
所
に
拘
禁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
者
を
裁
判
所
に
拘
禁
す
る
間
に
謄
本

を
交
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、
対
象
者
が
裁
判
所
を
退
去
し
た
後
、
可
及
的
速
や
か
に
対
象
者
に
交
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(34
)
 裁

判
所
は
、
交
際
禁
止
命
令
を
賦
科
し
た
場
合
、
矯
正
局
長
官

(chief
e
x
e
c
u
t
i
v
e
 o
f
 t
h
e
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 C
o
r
r
e
c
t
i
o
n
s
)

及
び
交

(35
)
 

際
禁
止
命
令
を
賦
科
し
た
裁
判
所
に
最
も
近
い
警
察
署
の
担
当
係
官
に
謄
本
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(36) 

交
際
禁
止
命
令
の
賦
科
又
は
そ
の
内
容
に
対
し
て
、
上
訴
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

(37
)
 

監
督
に
お
い
て
も
、
判
決
前
調
査
報
告
書
の
利
用
、
聴
聞
が
要
求
さ
れ
た
場
合
の
対
応
、
上
訴
な
ど
は
共
通
し
て
い
る
。

交
際
禁
止
命
令
は
、
交
際
禁
止
命
令
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
者
又
は
属
性
を
有
す
る
集
団
の
構
成
員
と
の
交
際
を
禁
止
す
る
こ
と
を
内

(38
)
 

容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(39) 

裁
判
所
は
、
交
際
禁
止
期
間
を
任
意
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
期
間
が
特
定
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
は
―
二
か
月
と
な
る
。

(40
)
 

交
際
禁
止
期
間
の
始
期
は
、
原
則
と
し
て
、
交
際
禁
止
命
令
が
賦
科
さ
れ
た
日
と
さ
れ
る
。
例
外
的
に
、
既
に
二
四
月
以
下
の
拘
禁
刑

(41
)
 

に
服
し
て
い
る
犯
罪
者
に
交
際
禁
止
命
令
が
賦
科
さ
れ
る
場
合
、
犯
罪
者
が
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
日
が
始
期
と
な
る
。

一
方
、
監
督
の
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
書
面
で
犯
罪
者
に
交
際
し
な
い
よ
う
指
示
し
た
あ
ら
ゆ
る
特
定
の
者
又
は

(42
)
 

特
定
の
集
団
の
構
成
員
と
の
交
際
を
禁
止
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
一
般
的
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
期
間
は
、
六
か
月
以
上

(43) 

一
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

4
．

制

裁

内

容



署
の
担
当
の
カ
ン
ス
タ
ブ
ル

対
象
者
は
、
交
際
禁
止
期
間
の
半
分
が
経
過
す
れ
ば
、

(44) 

い
つ
で
も
、
交
際
禁
止
命
令
の
変
更
を
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
対
象
者
は
、
交
際
禁
止
命
令
が
拘
禁
刑
と
併
科
さ
れ
て
い
る
場
合
、
交
際
禁
止
命
令
の
始
期
が
到
来
す
る
以
前
に
、
交
際
禁
止

(45
)
 

命
令
の
変
更
を
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
対
象
者
が
拘
禁
刑
に
よ
り
処
罰
さ
れ
う
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
又
は
、
対
象
者
が

交
際
禁
止
命
令
に
従
わ
な
い
、
若
し
く
は
、
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
信
じ
る
に
足
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
、
交
際
禁
止
命
令
の

(64
)
 

変
更
を
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
よ
り
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
聴
聞
及
び
決

(47
)
 

定
が
な
さ
れ
る
ま
で
交
際
禁
止
命
令
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
交
際
禁
止
命
令
の
賦
科
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
変
化
、
及
び
、
交
際
禁
止
命
令
の

(48
)
 

始
期
が
到
来
し
て
い
る
と
き
に
は
対
象
者
の
交
際
禁
止
命
令
に
対
す
る
態
度
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
事
案
の
状
況

に
つ
い
て
、
合
理
的
と
思
料
す
る
あ
ら
ゆ
る
調
査
を
行
な
う
こ
と
、
及
び
、

事
案
の
状
況
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
聴
聞
す
る
こ
と

(49
)
 

が
で
き
る
。

そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
交
際
禁
止
命
令
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
、
又
は
、
交
際
禁
止
命
令
を
解
除
し
て
対
象
者
が
交
際
禁
止
命
令

(50
)
 

を
賦
科
さ
れ
た
犯
罪
に
よ
り
有
罪
認
定
さ
れ
た
際
に
対
象
者
に
賦
科
さ
れ
え
た
他
の
刑
事
制
裁
を
代
替
的
に
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(51
)
 

他
の
刑
事
制
裁
を
代
替
的
に
賦
科
す
る
と
き
に
は
、
交
際
禁
止
命
令
の
残
余
の
割
合
を
掛
酌
し
て
量
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
所
が
こ
れ
ら
の
決
定
を
行
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
書
記
官

(
R
e
g
i
s
t
e
r
)

は
、
矯
正
局
長
官
及
び
当
該
裁
判
所
に
最
も
近
い
警
察

(52
)
 

(
c
o
n
s
t
a
b
l
e
)

に
決
定
の
書
面
の
通
知
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
．
修
正
手
続
及
び
違
反
に
対
す
る
制
裁

関

法

第

六

0
巻

二
号

（五
二
五
）



対
象
者
又
は
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
交
際
禁
止
命
令
の
変
更
を
裁
判
所
に
申
立
て
る
の
に
代
え
て
、
同
様
の
条
件
で
、

(58
)
 

交
際
禁
止
命
令
の
解
除
を
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
か
る
申
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
交
際
禁
止
命
令
の
賦
科
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
変
化
、
及
び
、
交
際
禁
止
命
令
の

(59
)
 

始
期
が
到
来
し
て
い
る
と
き
に
は
対
象
者
の
交
際
禁
止
命
令
に
対
す
る
態
度
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
事
案
の
状
況

に
つ
い
て
、
合
理
的
と
思
料
す
る
あ
ら
ゆ
る
調
査
を
行
な
う
こ
と
、
及
び
、
事
案
の
状
況
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
聴
聞
す
る
こ
と

(60
)
 

が
で
き
る
。更

生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

6
．
終
了
及
び
解
除

(53
)
 

対
象
者
が
合
理
的
な
理
由
な
し
に
交
際
禁
止
命
令
で
特
定
さ
れ
て
い
る
者
と
交
際
し
た
場
合
、
犯
罪
と
な
る
。
そ
の
法
定
刑
は
、
三
月

以
下
の
拘
禁
刑
又
は
一

0
0
0
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド
ル

(54
)
 

罰
金
刑
で
あ
る
。

(
N
N
D
)
 

一
方
、
監
督
の
場
合
、
対
象
者
が
条
件
を
遵
守
で
き
な
い
、
若
し
く
は
、
条
件
を
遵
守
し
な
い
と
き
、
又
は
、
対
象
者
が
拘
禁
刑
を
賦

(55
)
 

科
さ
れ
う
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
と
き
に
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
裁
判
所
に
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か

か
る
申
立
て
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
特
別
条
件
を
付
加
す
る
こ
と
、
又
は
、
監
督
を
解
除
し
て
対
象
者
が
監
督
を
賦
科
さ
れ
た
犯
罪
に
よ

(56
)
 

り
有
罪
認
定
さ
れ
た
際
に
対
象
者
に
賦
科
さ
れ
え
た
他
の
刑
事
制
裁
を
代
替
的
に
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
刑
事
制
裁
を
代
替
的

(57
)
 

に
賦
科
す
る
と
き
に
、
監
督
の
残
余
の
割
合
を
勘
酌
し
て
量
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
交
際
禁
止
命
令
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、

監
督
の
場
合
、
条
件
に
違
反
し
て
も
、
犯
罪
と
は
な
ら
ず
、
刑
罰
は
賦
科
さ
れ
な
い
。

（
約
六
万
円
。

（五
二
四
）

-
N
N
D
六
0
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
以
下
の



（五
二
三
）

(61
)
 

そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
交
際
禁
止
命
令
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
解
除
さ
れ
た
場
合
、
交
際
禁
止
命
令
の
始
期
が
到
来
し
て
い

る
と
き
に
は
、
裁
判
所
が
特
定
す
る
日
に
終
期
と
な
り
、
交
際
禁
止
命
令
の
始
期
が
到
来
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、
解
除
が
な
さ
れ
た
日

(62
)
 

に
終
期
と
な
る
。

裁
判
所
が
こ
れ
ら
の
決
定
を
行
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
矯
正
局
長
官
及
び
当
該
裁
判
所
に
最
も
近
い
警
察
署
の
担
当
の
カ

(63
)
 

ン
ス
タ
ブ
ル
に
決
定
の
書
面
の
通
知
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

交
際
禁
止
命
令
を
賦
科
さ
れ
た
後
、
交
際
禁
止
命
令
の
始
期
が
到
来
し
て
い
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
対
象
者
が
他
の
犯
罪
に
対
し
て

(64) 

拘
禁
刑
を
含
む
何
ら
か
の
刑
事
制
裁
を
科
さ
れ
た
場
合
、
交
際
禁
止
命
令
は
停
止
さ
れ
う
る
。
但
し
、
対
象
者
が
一
一
四
月
を
超
え
る
拘
禁

刑
を
賦
科
さ
れ
た
と
き
に
は
、
交
際
禁
止
命
令
は
必
ず
停
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

拘
禁
刑
の
賦
科
を
理
由
に
停
止
さ
れ
た
交
際
禁
止
命
令
は
、
対
象
者
が
当
該
交
際
禁
止
命
令
が
停
止
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
拘
禁
刑
の

(66
)
 

満
期
ま
で
収
容
さ
れ
る
な
ど
、
当
該
拘
禁
刑
に
よ
り
収
容
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
れ
ば
、
解
除
さ
れ
る
。
交
際
禁
止
命
令
が
停
止
さ
れ
る

原
因
と
な
っ
た
拘
禁
刑
が
破
棄
さ
れ
、
も
は
や
当
該
拘
禁
刑
に
よ
っ
て
収
容
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
停
止
さ
れ
て
い
た

(67
)
 

交
際
禁
止
命
令
は
再
開
さ
れ
る
。

対
象
者
が
二
四
月
以
内
の
拘
禁
刑
を
科
さ
れ
た
た
も
の
の
、
交
際
禁
止
命
令
が
停
止
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
者
の

(68
)
 

拘
禁
中
も
交
際
禁
止
命
令
の
期
間
は
進
行
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
対
象
者
が
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
後
、
交
際
禁
止
命
令
の
期
間
が
残
存

し
て
い
れ
ば
、
残
余
の
期
間
、
交
際
禁
止
命
令
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
例
外
的
に
、
既
に
二
四
月
以
下
の
拘
禁
刑
に
服
し(69) 

て
い
る
犯
罪
者
に
交
際
禁
止
命
令
が
賦
科
さ
れ
た
と
き
に
は
、
対
象
者
が
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
日
が
交
際
禁
止
命
令
の
始
期
と
な
る
。

一
方
、
監
督
の
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
監
督
の
賦
科
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
変
化
及
び
対
象
者
の
監
督
に
対

関

法

第

六

0
巻

二
号

一
四
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．

分

析

す
る
態
度
を
考
慮
し
て
、
地
域
社
会
又
は
対
象
者
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
監
督
の
継
続
が
も
は
や
不
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
と
き
、
裁
判

(70
)

（

71
)
 

所
に
監
督
の
解
除
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
申
立
て
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
監
督
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
解
除

(72
)
 

の
場
合
、
裁
判
所
が
終
期
を
定
め
な
け
れ
ば
、
解
除
が
な
さ
れ
た
日
が
終
期
と
な
る
。

-73
)
 

―1
0
0
六
年
の
統
計
に
よ
れ
は
、
監
督
が
二
、
二
四
三
件
賦
科
さ
れ
て
い
る
。

罪
者
に
対
す
る
精
神
病
院
又
は
閉
鎖
施
設

(s
e
c
u
r
e
facility) 

一
五

こ
れ
に
対
し
、
交
際
禁
止
命
令
の
賦
科
件
数
は
、
統
計
上
、
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
た
め
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
「
そ
の
他
」

(74
)
 

の
賦
科
件
数
は
、
二
、

0
六

一
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
運
転
免
許
剥
奪

(
d
i
s
q
u
a
l
i
f
i
c
a
t
i
o
n
f
r
o
m
 d
r
i
v
i
n
g
)

と
精
神
障
害
の
あ
る
犯

(75)

（

76
)
 

へ
の
収
容
命
令
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
交

際
禁
止
命
令
の
賦
科
件
数
は
、
監
督
の
賦
科
件
数
に
比
べ
て
相
当
少
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
細
部
に
お
い
て
交
際
禁
止
命
令
と
監
督
に
は
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
特
に
中
核
部
分
で
共
通
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
事
実
上
、
監
督
が
交
際
禁
止
命
令
を
包
含
す
る
関
係
に
あ
る
と
分
析
で
き
る
。

交
際
禁
止
命
令
よ
り
も
監
督
が
よ
り
多
く
適
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「小
」
で
あ
る
交
際
禁
止
命
令
だ
け
を
賦
科
す
る
よ
り
も
、
「
大
」
で
あ
る
監
督
を
賦
科
す
る
ほ
う
が
、
対
象
者
に
対
し
て
種
々
の
制
約

を
科
す
と
と
も
に
援
助
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
対
象
者
の
再
犯
予
防
と
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
や

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

7
．
適
用
状
況

（五
二
二）
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化
が
小
さ
い
点
で
優
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
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三
．
検

九

（五

一
八）

一
号
観
察
で
は
な
く
少
年
院
送
致
を
選
択
し
た
り
、
四
号

既
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
を
ど
の
よ
う
な
形
で
司
法
審
査
に
服
せ
し
め
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

三
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
従
来
通
り
、
保
護
観
察
所
長
又
は
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
よ
る
特
別
遵
守
事
項

の
設
定
を
認
め
つ
つ
、
対
象
者
に
よ
る
裁
判
所
に
対
す
る
異
議
申
立
て
を
新
設
す
る
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
裁
判
所
が
保
護
観

察
を
賦
科
す
る
際
に
特
別
遵
守
事
項
を
合
わ
せ
て
設
定
す
る
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
特
別
遵
守
事
項
を
保
護
観
察
と
は
別
の
独

立
の
刑
事
制
裁
と
し
、
裁
判
所
が
賦
科
す
る
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
適
否
を
順
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
従
来
通
り
、
保
護
観
察
所
長
又
は
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
よ
る
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
を
認
め
つ
つ
、
対
象
者
に
よ
る
裁
判

所
に
対
す
る
異
議
申
立
て
を
新
設
す
る
方
式
は
ど
う
か
。
こ
の
方
式
は
、
現
在
の
制
度
を
若
干
修
正
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
務
上
の
変

し
か
し
、
こ
の
方
式
で
は
、
保
護
観
察
の
適
用
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
保
護
観
察
の
特
別
遵

守
事
項
の
設
定
を
行
な
う
の
は
裁
判
所
で
は
な
く
、
保
護
観
察
所
長
又
は
地
方
更
生
保
護
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
に
と
っ
て

は
、
保
護
観
察
の
内
容
が
不
確
か
な
も
の
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

観
察
を
付
加
せ
ず
に
単
純
執
行
猶
予
と
し
た
り
す
る
こ
と
を
促
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
実
際
、
全
事
件
裁
判
確
定
人
員
を
見
る
と
、
平

成
二

0
年
（
二
0
0
八
年
）
に
は
、
有
期
懲
役
で
執
行
猶
予
と
さ
れ
た
者
が
四
一
、
ニ
―

――一人
、
有
期
禁
錮
で
執
行
猶
予
と
さ
れ
た
者
が

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か

(75) 

(76) 

寸――l1CI 



（五
一
七
）

三
、
一
七
九
人
で
あ
り
、
双
方
合
わ
せ
て
四
四
、
三
九
二
人
が
執
行
猶
予
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
、
保
護
観
察
が
付
さ
れ
た

(78) 

者
は
、
三
、
七
一
四
人
（
八
•
四
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
「
保
護
観
察
に
付
せ
ら
れ
、
そ
の
期
間
内
に
更
に
罪

を
犯
し
た
者
」
（
刑
法
二
五
条
二
項
但
書
、

二
五
条
の
二
第
一
項
）
に
再
度
の
執
行
猶
予
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の

は
妥
当
で
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
実
務
上
、
再
度
の
執
行
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
の
は
稀
で
あ
っ
て
、
執
行
猶
予
が
必
要
的
に
取
消
さ

（
同
法
二
六
条
一
号
）

の
が
通
例
で
あ
り
、
再
度
の
執
行
猶
予
の
可
能
性
を
残
す
た
め
に
敢
え
て
保
護
観
察
を
付
加
し
て
い
な
い
と

理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
（
二

0
0
四
年
）
四
月
か
ら
簡
易
尿
検
査
（
現
・
簡
易
薬
物
検
出
検
査
）
を
実
施

(79) 
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
さ
れ
る
覚
せ
い
剤
事
犯
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
頌
‘
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
主
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
従
っ
て
、
保
護
観
察
所
長
又
は
地
方
更
生

保
護
委
員
会
に
よ
る
特
別
遵
守
事
項
の
設
定
を
認
め
る
こ
の
方
式
は
、
妥
当
で
な
い
。

そ
れ
で
は
、
次
に
、
裁
判
所
が
保
護
観
察
を
賦
科
す
る
際
に
特
別
遵
守
事
項
を
合
わ
せ
て
設
定
す
る
方
式
は
ど
う
か
。
こ
の
方
式
は
、

特
別
遵
守
事
項
の
設
定
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
主
体
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
の
方
式
よ
り
も
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
裁
判
所
が
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
二
号
観
察
と
三
号
観
察
に
お
い
て
、
仮
退

院
又
は
仮
釈
放
の
際
の
対
象
者
の
状
況
を
想
定
し
て
予
め
特
別
遵
守
事
項
を
設
定
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

我
が
国
の
場
合
、
事
実
認
定
と
量
刑
の
手
続
が
二
分
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
裁
判
所
は
、
特
別
遵
守
事
項
に
つ
い
て
、
類
型
的
に
判
断
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
既
に
見
た
よ
う
に
、

「
犯
罪
性
の
あ
る
者
と
の
交
際
」
（
更
生
保
護
法
五
一
条
二
項

一
号
）
と
い
う
事
項
に
つ
い
て
の
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
、
暴
力
団
と
関

を
行
な
い
難
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

れ
る

関

法

第

六

0
巻
―

一号

一
号
観
察
と
四
号
観
察
に
お
い
て
さ
え
も
、
裁
判
所
が
判
断

二
0



号
観
察
と
三
号
観
察
に
つ
い
て
も
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

（五
一
六
）

一
号
観
察
と
四
号
観
察
に
つ
い
て
も
、

係
の
あ
る
者
に
対
し
て
、
「
暴
力
団
の
構
成
員
及
び
準
構
成
員
と
付
き
合
わ
な
い
こ
と
」
や
、
受
刑
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
が
共
犯
者
に

よ
る
常
習
的
な
犯
罪
で
あ
る
者
に
対
し
て
、
「
今
回
有
罪
の
裁
判
を
受
け
た
事
件
の
共
犯
者
と
交
際
し
た
り
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
し
な

い
こ
と
」
と
い
っ
た
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
量
刑
段
階
で
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
医
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、

社
会
学
そ
の
他
の
専
門
的
知
識
に
基
づ
く
特
定
の
犯
罪
的
傾
向
を
改
善
す
る
た
め
の
体
系
化
さ
れ
た
手
順
に
よ
る
処
遇
と
し
て
法
務
大
臣

が
定
め
る
も
の
を
受
け
る
こ
と
」
（
更
生
保
護
法
五

一
条
二
項
四
号
）
と
い
う
事
項
に
つ
い
て
の
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
、
性
犯
罪
者
に

対
し
て
、
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

―
つ
で
あ
る
性
犯
罪
者
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
内
容
の
特
別
遵
守
事
項
を
設
定
す
る
こ
と

も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
案
や
犯
罪
者
に
よ
り
、
類
型
的
に
判
断
が
可
能
で
あ
り
、

と
こ
ろ
で
、

一
号
観
察
と
四
号
観
察
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
特
別
遵
守
事
項
を
事
後
的
に
変
更

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
刑
罰
を
事
後
的
に
よ
り
重
く
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
更
生
保
護
法
が
特
別
遵
守
事
項
の
違

反
に
対
し
て
積
極
的
に
不
良
措
置
を
執
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
特
別
遵
守
事
項
が
保
護
観
察
の
中
核
的
な
位
置
を
占
め
る
以
上
、
事

後
的
に
軽
く
変
更
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
事
後
的
に
重
く
変
更
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
が
保
護
観
察
を
賦
科
す
る
際
に
特
別
遵
守
事
項
を
合
わ
せ
て
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

保
護
観
察
に
お
け
る
指
導
監
督
と
補
導
援
護
の
二
律
背
反
性
は
解
消
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
方
式
は
妥
当
で
な
い
。

そ
こ
で
、
最
後
に
、
特
別
遵
守
事
項
を
保
護
観
察
と
は
別
の
独
立
の
刑
事
制
裁
と
し
、
裁
判
所
が
賦
科
す
る
方
式
は
ど
う
か
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
交
際
禁
止
命
令
と
監
督
の
適
用
状
況
を
見
る
と
、
第
三
の
方
式
は
う
ま
く
機
能
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
交
際
禁
止
が
保
護
観
察
と
は
別
の
独
立
の
刑
事
制
裁
と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
交
際
禁
止
命
令
の
賦
科

更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事
制
裁
化
を
促
進
す
る
か



の
独
立
の
刑
事
制
裁
と
し
て
保
護
観
察
か
ら
分
離
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

一
号
観
察
と
四
号
観
察
に
つ
い
て
は
、
保
護
観
察
以
外
の
刑

一
般
遵
守
事
項
に
お
い
て
不
良
措
置
と

（五

一
五）

が
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
事
実
上
、
大
小
関
係
に
立
つ
、
監
督
と
交
際
禁
止
命
令
が
並
存
し
て

い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
監
督
に
お
い
て
交
際
禁
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
交
際
禁
止
命
令
が
賦
科
さ
れ
る

と
推
測
さ
れ
る
。

保
護
観
察
に
お
け
る
監
視
と
援
助
の
二
重
性
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、
特
別
遵
守
事
項
と
い
う
監
視
の
側
面
を
保
護
観
察
か
ら
切
り
離

し
、
独
立
の
別
の
刑
事
制
裁
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
も
っ
と
も
、
監
視
と
援
助
の
二
重
性
を
完
全
に
解
消
し
て
し
ま
う
と
、
指
導
監

督
の
側
面
と
補
導
援
護
の
側
面
を
併
有
す
る
日
常
的
な
指
導
な
ど
を
行
な
う
法
的
根
拠
が
欠
け
る
こ
と
に
な
り
、
妥
当
で
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
保
護
観
察
は
、
指
導
監
督
と
し
て

一
般
遵
守
事
項
及
び
生
活
行
動
指
針
だ
け
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
式
に
対
し
て
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
、
「
そ
の
他
指
導
監
督
を
行
う
た
め
特
に
必
要
な
事
項
」
（
同
法
五
一
条

二
項
六
号
）
と
い
う
包
括
的
な
規
定
を
独
立
の
刑
事
制
裁
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
適
切
で
は
な
い
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、

そ
の
よ
う
な
包
括
的
な
内
容
の
独
立
の
刑
事
制
裁
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
し
、
許
さ
れ
な
い
。

結
び
付
け
ら
れ
な
い
形
で
あ
れ
ば
格
別
、
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
不
良
措
罹
を
背
景
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
は
、
現
行
法
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
更
生
保
護
法
が
特
別
遵
守
事
項
の
違
反
に
対
し
て
積
極
的
に
不
良
措
置
を
執

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
特
別
遵
守
事
項
が
保
護
観
察
の
中
核
的
な
位
置
を
占
め
る
以
上
、
か
か
る
内
容
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
そ

も
そ
も
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
方
式
固
有
の
問
題
で
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
在
、
特
別
遵
守
事
項
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
交
際
禁
止
命
令
や
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
命
令
な
ど

事
制
裁
と
併
科
で
き
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。
二
号
観
察
と
三
号
観
察
に
つ
い
て
は
、
仮
退
院
又
は
仮
釈
放
が
始
期
と
な
る
よ
う
少
年
院

関

法

第

六

0
巻

二

号



き
な
い
問
題
と
な
っ
た
。

送
致
又
は
懲
役
刑
若
し
く
は
禁
錮
刑
と
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
ぺ
き
で
あ
る
。

(77)

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
ニ

―
年
版
犯
罪
白
書
再
犯
防
止
施
策
の
充
実

』

三

I
-
|
―
表
。

(78
)

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
・
前
掲
注

(77
)七
四
頁

・
ニ
ー
五
ー
ニ
ー
一

図
。

(79
)

生
駒
貴
弘
「
簡
易
尿
検
査
を
活
用
し
た
保
護
観
察
処
遇
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
」
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